編集後記 by 本間, 三郎
〔千葉医会誌(1968)43，903"，903J 
〔編集後記〕
千葉医学会会長であられた鈴木次郎医学部長が急逝さ
れ，われわれは驚き，悲しんだ。それはいまさら筆舌に
尽し難い。告別式に参列しては涙にあふれ，悲痛な弔辞
に追い打ちされて，その涙はほとばしりでてしまった。
かほどの悲しみはほかにあろうか。
千葉医学会は新春にあたり，千葉医学会討論会を聞く
計画を練っていた。編集幹事がとりあげた討論会課題
は，研修医，専門医および教育病院とそれらに関連して
の大学院のあり方などであり，新病院建設を機に改善さ
れるであろう本大学の医学教育や研究態勢についてであ
った。これらを具体的に実践して行く際に，われわれが
学問不在，教育不在に陥る恐れがないかとの反省面を主
として討論会を持ちたいと思った。学問不在，教育不在
という言葉は，小林龍男医学部長が千葉医学会誌 43巻 
1号の巻頭に述べられたなかから引用したものである。
“ちかごろ， インターン制度や専門医制度の問題が，
大きく世間の注目をあつめているが， とかくダイジェス
ト版が流行し， ともすれば，実用的で安易な技術偏重の
みに傾いて，ほんとうの意味の学問と自由を守る最後の
とりでとしての大学までが，学問不在，教育不在になり
そうな気配が感じられるのは，わたくしの思い過しであ
ろうか。"
と述べられている。小林教授の言われる学問不在，教
育不在が本学のなかに見いだされるとすれば，それはわ
れわれの手で取り除いて行かねばならない。どこにそれ
があるか，われわれはその点を互いに討論し合うことに
よって見いだし，理解して行かねばならないだろう。
このような趣旨のもとで企画された討論会の計画案
に，鈴木次郎前医学部長は，いつになく緊張して，慎重
に対処された。この第一次計画案に対して，内容をもっ
と具体的に検討する必要を強調されたのであるが，イン
ターン制度廃止に伴なう研修医など医学教育改革の推進
者でもあられる部長は，あふれる自信と堅固な信念をも
っておられたことは間違いない。計画案を練りなおすに
あたって，部長自身が集められた本問題に関する資料を
わたくしに貸し与えられた。それが暮の 25日であった。
正月休みを利用してこの資料を読み，休み明けとともに
資料をお返して，数日中に第 2次案を提出することを約
した。亡くなられたのはその後まもなくであった。
時期はずれになってしまった新春討論会を開催するつ
もりは目下のところない。次期千葉医学会編集幹事の井
出教授にこのような計画がなされたことをお伝えしてお
きたいと思う。千葉医学会はこういったたぐあいの問題
をとりあげ，責任ある編集のもとでこれを記録にとど
め，本学の進路を示す中心的役割を果たして行くべきだ
と思った。今日，インターン生や学部 4年生は，事実，
以上のような重大な問題点に当面している。われわれに
とって，忘れては，ならないことは大学の起源をいつも
考え，大学が学問不在，教育不在に陥らないことである。
わが大学も創立百年をもうすぐ迎えようとしている。ゐ
のはな同窓会大学支部も，直接千葉医学会の事業を後援
してくれるはずである。百年記念祭まで千葉医学会が，
いまより一層権威づけられ，その水準が高揚されて行く
こと，このため千葉医学会の総会や例会が充実されて行
くこと，それに努力することが，創立百年を迎えるわれ
われの心構えでなくてはならない。(本間三郎)
